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定  例  会  議  の  開  催  状  況 

 

第１ 開催日時 

令和７年５月 22 日（木） 午後０時 50 分～午後５時 30 分 

第２ 開催場所 

   公安委員会室 

第３ 出席者 

１ 公安委員会 

上枝委員長、岡委員、大石委員 

２ 警察本部 

 本部長、警務部長、生活安全部長、刑事部長、交通部長、警備部長、

首席監察官、情報通信部長、公安委員会補佐官 

 ３ 陪席 

   総務課長 

第４ 委員説示 

 委員から、「最近のニュースで、スポーツ選手等による違法なオンライ

ンカジノ利用問題が取り上げられているが、違法・合法を問わず、ギャン

ブルというものは依存してしまうように仕組まれており、一度依存して

しまうと、覚醒剤等のように体内に薬物を注入するわけではないので対

策が難しいという話を聞いたことがある。ギャンブルにのめり込み借金

を重ねてしまうと、本人のみならず家族にも経済的な影響が及ぶので、広

報媒体等を活用して広く県民にギャンブル依存の危険性を周知するほか、

学校等と連携して学生や児童が被害に遭わないように指導していく必要

があると思う」旨の発言があった。 

第５ 議題事項 

   警察官の特別派遣について 

 県警察から、沖縄県公安委員会からの援助の要求に係る警察官の特別

派遣について説明があり、審議の上、了承した。 

委員から、「今回の特別派遣は、移動時間も長いようであるが、体調管

理には十分留意して、任務を全うしていただきたい」旨の発言があり、

県警察から、「暑い時期の活動となるので、熱中症対策にも留意しなが

ら、的確な警衛警備に努めてまいりたい」旨の説明があった。 



  2/2 

第６ 報告事項 

１ 令和６年度における情報公開請求及び個人情報開示請求の運用状況 

について 

   県警察から、「公安委員会に対する情報公開請求は０件、個人情報開示

請求は１件」、「警察本部長に対する情報公開請求は 86 件、個人情報開

示請求は 74 件」であった旨の報告があった。 

  委員から、「情報公開請求のうち電子申請による請求もあるようだが、

時代の変化とともに、様々なところで電子化が進んでいると感じた」旨

の発言があった。 

２ 警衛の実施について 

   県警察から、警衛の実施結果について報告があった。 

  委員から、「瀬戸内国際芸術祭の会期中ということもあり、平素より観

光客が多く、また、お成りによる海上移動もあるなど、様々なことに留

意する必要があり大変な警衛警備だったと思う」旨の発言があった。 

第７ 決裁 

   公安委員会定例会議会議録の作成及び公表について 

（令和７年４月 17 日開催分） 

第８ その他 

 １ 災害等に対する備えについて 

   県警察から、「九州南部や沖縄地方等が梅雨入りし、もうしばらくする

と四国地方も梅雨入りすると思われる。近年、全国的に大雨や集中豪雨

に伴う被害が発生していることから、県警察では関係各部署において、

災害の発生を想定して、所要の備えを進めていくこととしている」旨の

報告があった。 

 ２ ストーカー行為等の規制等に関する法律に基づく禁止命令等の実施状 

況について 

   県警察から、令和７年４月中のストーカー行為等の規制等に関する法

律に基づく禁止命令等の実施状況について報告があった。 

 ３ 運転免許の取消し等の審議について 

県警察から、運転免許の取消し等に係る意見の聴取等について報告が

あり、審議の上、処分内容を決定した。 


